
一

1 W98}j 金 木 だ よ り Ⅱ師I43ｲI7j］ rI］、
、ノJノ5日1に

し
て
い
ま
す
ｃ

側 州
蹄
人
の
雌
会
に
使
川
さ
れ
ま

の
予
定
で
す

1 ル
（
・
一
十
七
坪
）
、
静
、
範
は
面

十 二

人
宋
ヶ
丘
に
附
州
州
人
ホ
ー
ム

一
」
。 雀
雌
役
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

会
呼
に
も
柄
川
で
き
る
こ
と

が
、
季
節
保
育
所
や
部
落
の

卜
し
〃
円
で
、
九
川
頃
貯
工

こ
の
ホ
ー
ム
は
、
眼
と
し
て
州

規
棋
は
じ
卜
八
収
″
メ
ー
ト

MIj発
行
蝶所

町
で
は
照
の
補
助
を
受
け
て

大
東
ケ
丘
に
開
拓

婦
人
ホ
ー
ム
を
建
設

七
・
八
月
の
納
税

八
月
三
十
一
日

町
県
民
税
二
期

七
月
三
十
一
日

固
定
資
産
税
二
期

保
険
税
二
期
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撤
川
さ
れ
ま
し
た
。

衲
旺
予
算
の
主
な
も
の
は
、

役
賜
庁
舎
敬
地
附
人
費
川
百
三

こ
ん
ど
の
砿
会
で
縦
決
さ
れ

た
議
案
は
、
昭
和
四
十
三
年
度

一
般
会
緋
補
正
予
算
、
金
木
町

奨
学
金
貸
与
条
例
、
金
木
町
特

別
職
報
酬
瀞
識
会
条
例
、
附
北

五
視
聴
覚
教
育
協
縦
会
投
定
な

ど
十
二
議
案
で
、
監
在
委
凸
選

任
と
公
立
金
木
病
院
組
合
繊
口

選
挙
の
案
件
は
人
逃
が
雌
航
し
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町
ノ

奨
学
金
条
例
な
ど
を
可
決

六
月
二
十
五
日
招
集
さ
れ
た
第
四
十
七
回
定
例
町
議
会
は
奨
学
金
貸
与

条
例
な
ど
十
二
砿
案
を
原
案
通
り
可
決
し
、
二
十
九
日
剛
会
し
ま
し
た
。

十
二
万
円
、
ほ
場
盤
術
（
川
倉

土
改
区
）
補
助
金
二
千
八
十
八

万
一
千
円
、
開
拓
蹄
人
ホ
ー
ム

雄
投
出
百
三
十
七
万
円
、
茄
瀬

小
学
校
衲
強
工
那
賀
百
万
円
な

ど
で
、
補
正
総
額
は
二
千
九
百

四
十
七
万
八
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
議
案
の
榊
縦
に
先
だ
っ
て
行

な
わ
れ
た
一
般
蘭
間
に
は
、
吉

崎
正
光
、
伊
藤
消
慈
、
棟
方
雅

夫
、
川
中
盤
賊
、
三
潟
森
賊
、

白
川
兼
五
郎
、

里
沢
田
茂
の
七
砿

劇
一
鞠
膳

」

叩
咽
会
の
考
え
を
た
だ

■
■
ワ
一
議
し
ま
し
た
。

■
、
己
年

・
皇
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吋
．
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‐
‐
‐
０
．
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．
０
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０
，
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１

コ
惹
剛
諏

陸
謝
蟻

一
般
質
問
に
は
セ
氏

①
開
田
の
川
水
確
保
の
た
め
の

ダ
ム
建
設
は
団
体
慨
で
は
負
担

を
建
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
国
民
年
金
邪
務
取
扱
者
に
も

特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
べ
き

で
あ
る
。

③
公
民
館
の
新
築
、
社
会
教
育

団
体
に
対
す
る
助
成
強
化
、
喋

民
体
育
大
会
へ
の
参
加
等
、
社

会
教
育
行
政
の
祇
極
的
な
推
進

を
は
か
れ
。

④
総
合
討
画
恭
鍍
会
を
早
急
に

発
足
さ
せ
よ
。

⑤
町
営
住
宅
建
設
工
訓
の
進
行

状
況
は
ど
う
か
。

⑥
金
木
町
の
経
済
圏
を
拡
大
す

る
た
め
、
町
道
及
び
隣
接
町
村

へ
連
絡
す
る
県
遊
の
舗
装
を
促

進
せ
よ
。

⑦
芦
野
公
園
の
禰
即
消
州
か
ゆ

き
と
ど
い
て
い
な
い
。

③
米
づ
く
り
通
勤
の
緋
画
か
当

町
の
実
傭
に
合
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

⑨
琉
瀬
小
学
校
の
新
築
を
早
め

る
た
め
、
国
、
蝶
に
対
す
る
迎
動

を
鵬
附
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

応
答 b

↑
旧
競
馬
場
東
方
（
大
東
ヶ
丘

通
り
）
に
述
投
を
進
め
て
い
た

町
噛
住
宅
二
十
八
戸
か
完
成
し

ま
し
た
。

猟
業
黄
二
千
二
十
五
〃
八
千

円
（
倣
地
買
収
饗
を
含
む
）
で
昨

年
の
十
月
か
ら
工
邪
に
と
り
か

か
っ
て
い
ま
し
た
か
、
降
岬
や

金
の
関
係
で
無
理
な
の
で
、
国

営
、
県
営
で
で
き
る
か
ど
う
か

洲
在
さ
せ
た
う
え
で
結
諭
を
出

し
た
い
。

②
検
甜
の
う
え
支
給
す
る
よ
う

に
し
た
い
。

③
公
民
館
の
新
築
は
、
任
期
中

に
は
困
難
か
も
知
れ
な
い
か
、

で
き
る
だ
け
早
く
新
築
す
る
と

い
う
方
向
で
進
み
た
い
。
社
教

団
体
に
対
す
る
助
成
は
強
化
し

た
い
か
、
社
会
教
育
団
体
自
体

も
は
っ
き
り
し
た
事
業
計
画
を

義孝篁謬町
営
住
宅
二
十
八
戸
完
成

入
居
申
込
み
は
早
目
に

あ
か
杏
形

歴
電
《

ピ
ー
ス

血
貝
ワ
た

ん
だ
ねお

油
ボ
ハ

、
し
や
式
オ
ブ

1 一
》
）

鐙
一一

そ
の
他
の
猟
怖
で
完
成
が
予
定

よ
り
遅
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

完
成
し
た
の
は
第
二
極
町
岱

住
宅
で
、
簡
易
耐
火
椛
造
平
隠

処
て
三
十
一
・
三
三
平
方
メ
ー

ト
ル
（
四
・
五
災
と
六
礎
の
鵬

間
、
台
所
、
便
所
、
物
脱
、
玄

関
）
の
建
物
で
す
。

示
し
て
ほ
し
い
。
県
民
体
育
大

会
に
は
参
加
す
る
よ
う
に
し
た

い
。
④
縦
会
側
の
人
選
が
終
わ
り
次

蛎
、
七
月
中
旬
に
は
発
足
さ
せ

た
い
。

、
工
馴
は
予
定
よ
り
お
く
れ
て

い
る
が
、
七
月
上
旬
ま
で
に
は

業
者
を
督
励
し
て
完
成
さ
せ

る
。
⑥
町
道
に
つ
い
て
は
、
砂
利
敬

と
並
行
し
て
而
易
舗
装
を
実
施

し
た
い
。
金
木
ｌ
神
原
間
の
鼎

ド

【完成した町営住宅】

道
舗
装
は
促
進
期
成
同
肌
会
と

協
力
し
て
促
進
を
は
か
る
。

⑦
公
剛
の
笹
蝿
に
つ
い
て
は
、

主
衝
課
の
折
導
を
強
化
し
、
万

全
を
期
し
た
い
。

③
米
づ
く
り
述
動
の
紺
画
で
、

尖
怖
に
合
わ
な
い
点
は
、
検
紬

の
う
え
足
正
し
て
い
く
。

⑨
淵
小
新
築
促
進
委
口
会
や
数

育
委
員
会
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
、
早
期
実
現
に
努
力
す
る
。

ｌ
行
政
協
力
委
員
組
織
会
ｌ

金
木
町
行
政
協
力
委
幽
会
の

組
織
会
は
六
月
六
日
〃
年
研
修

所
で
開
か
れ
、
会
艮
に
鎌
川
普

七
氏
（
茄
瀬
）
を
選
ん
だ
ほ
か
、

次
の
と
お
り
役
興
を
決
め
ま
し

た
。
副
会
長
Ｉ
中
谷
敏
雄
、
叫
海
彦

一
、
今
暁
栄

附
任
委
員
Ⅱ
木
村
滴
次
、
川
中

多
作
、
角
川
文
左
工
門
、
楠

美
留
三
郎
、
尼
野
喜
三
郎
、

な
お
、
入
居
叩
込
み
を
受
け

つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
左
記
に
よ
り
叩
込
ん
で
下
さ

い
。

記

一
、
叩
込
み
期
限七
月
二
十
五
日

一
、
叩
込
み
先
役
聯
民
生
抑

一
、
資
格
金
木
町
に
住
所
ま

た
は
勤
務
場
所
を
汀
し
、
毎

月
の
平
均
収
入
か
、
扶
挫
親

族
一
人
の
助
合
三
万
五
千
八

百
三
十
三
円
以
下
、
二
人
の

場
合
三
万
八
千
三
百
三
卜
三

円
以
下
、
三
人
の
場
合
川
万

八
百
三
十
二
円
以
下
、
叫
人

の
場
合
四
万
三
千
三
百
三
十

三
円
以
下
の
将
。

な
お
、
使
川
料
（
家
厨
）
は

月
三
千
円
く
ら
い
の
見
込
み
で

す
。会

長
に
鎌
田
善
七
氏

わ｡
ー｣

投
票
率
六
六
・
二
％

参
磯
院
議
員
選
挙

七
川
七
Ⅲ
行
な
わ
れ
た
参
縦

院
繊
“
選
挙
の
金
木
町
の
投
鯛

率
は
六
六
・
二
％
で
、
県
平
均

の
六
四
・
五
％
よ
り
一
・
七
％

上
川
っ
て
い
ま
す
。

金
木
町
に
お
け
る
地
方
区
の

候
補
析
別
の
得
螺
数
、
お
よ
び

奈
川
区
の
上
位
十
人
の
押
瑛
数

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
地
″
Ⅸ
）

中
村
勝
巳
（
共
）
二
七
一

榧
森
川
造
（
、
）
一
、
六
八
一

楠
災
行
〃
（
無
）
二
、
二
四

山
崎
屯
男
（
無
）
五
四
八

臘
川
三
群
雄
（
社
）
一
、
一
八
一

（
金
川
ば
）

北
村
み
つ
る
（
社
）
九
二
Ⅷ

佐
藤
三
版
（
、
）
六
五
九

藤
原
腸
雄
（
公
）
五
九
八

若
林
正
武
（
自
）
三
六
九

長
川
裕
二
（
口
）
二
叫
一

細
川
繁
（
白
）
二
○
三

岩
Ⅲ
正
男
（
共
）
二
○
二

大
谷
膝
之
助
（
自
）
一
六
九

今
来
光
（
自
）
一
六
二

石
脈
仇
太
郎
（
自
）
一
五
六

凡
幸
叫
（
無
）
八
六
、
大
松
博

多
い
得
票
を
あ
げ
て
い
る
の
か

目
立
っ
て
い
ま
す
。

候
補
折
に
く
ら
べ
て
、
か
な
り

文
（
自
）
八
四
、
枇
山
ノ
ヅ
ク

タ
レ
ン
ト
候
浦
と
い
わ
れ
る
背

の
（
無
）
二
一
と
、
や
は
り
他
の

湫
励
轡
之
、
田
中
亜
正
、
小

川
内
市
別
、
中
谷
肛
投
、
中

谷
秀
五
郎
、
鋼
崎
繁
我
、
山

中
又
踵
、
山
中
満
術
、
鎌
川

稲
奴
、
腺
川
秀
雄
、
元
石
繁

正
、
棟
刀
武
四
郎
、
三
上

菊
次
郎
、
古
川
茄
之
肋
、
今

徳
樅

な
お
、
金
木
町
に
お
い
て
も

生
ま
れ
た
人

☆
石
戸
谷
価
鋭

（
文
作
長
男
）
神
明
町

☆
中
谷
美
果
‐

（
新
勝
３
女
）
川
倉

☆
雅
谷
保
人
（
保
長
列
）
川
倉

☆
白
川
利
惟
（
昭
臓
２
列
）
沢
部

☆
下
川
鉄
也
（
鉄
叫
２
Ｗ
）
川
端
川

☆
角
川
柵
士
子

（
金
出
２
女
）
昭
和
町

☆
佐
藤
利
欣
子

（
昭
八
２
女
）
川
遁
町

☆
川
巾
二
三
舳

（
和
雄
２
列
）
川
倉

☆
角
川
蝿
光
（
久
光
３
列
）
南
新
川

☆
石
戸
谷
陥
也

（
広
踵
列
）
昭
和
町

☆
白
川
液
（
茂
が
長
女
）
沢
部

☆
白
川
柳
倣

（
源
左
工
門
踵
叫
）
蒔
川

☆
伏
見
由
評
利

（
轡
久
夫
及
女
）
小
川
町

☆
田
中
美
奈
子

（
禰
雄
２
女
）
川
灯

☆
白
川
即
行
子

（
伝
賊
踵
女
）
群
川

☆
白
川
党
（
爪
照
２
叫
）
新
蹴
川

☆
白
川
紳
也
（
稔
良
珊
）
僻
川

☆
沖
凡
噸
枇
（
恋
長
叫
）
寺
川

☆
細
谷
良
子
（
幸
兜
長
女
）
神
川
川

☆
轡
内
心
僻
（
尚
身
及
男
）
芯
松
川

☆
沢
Ⅲ
真
由
美

（
賜
允
２
女
）
川
勉
川

☆
弧
崎
に
災

（
敏
雄
優
女
）
上
鍛
冷
川

☆
木
下
祥
子
（
旺
義
２
女
）
新
城
町

☆
鴫
海
ゆ
か
り

（
一
雄
長
女
）
巾
町

☆
山
中
懸
一
（
沽
長
Ⅶ
）
車
町

r

☆
古
崎
琴
美

（
利
作
長
女
）
止
小
栗
崎

☆
木
村
腿
滋
（
岬
長
測
）
下
派
立

☆
咄
海
昭
彦
（
忠
則
２
列
）
本
町

☆
斎
藤
佃
一

（
健
一
長
男
）
卜
鍛
冶
町

☆
伊
藤
り
か
子

（
勉
３
女
）
上
小
栗
崎

☆
山
中
佐
恵
子

（
金
徳
２
女
）
下
古
町
一

☆
木
下
岬
雅
（
志
艮
兜
）
上
古
町
一

☆
成
川
孝
二

（
柄
尚
及
珊
）
上
叩
柏
木

☆
吉
崎
諮
也

（
忠
光
２
列
）
上
鍛
冷
町

☆
四
村
長
幸
（
進
２
川
）
下
派
立

☆
今
附
央

（
秀
正
長
叫
）
下
柏
木
町

☆
今
る
み
子
（
幸
守
長
女
）
岩
見
町

☆
小
山
内
透
（
武
夫
長
男
）
双
梁
町

☆
今
倣
徳

（
由
番
長
兜
）
更
生
部
落

☆
泉
谷
久
美
子

（
兇
雄
２
女
）
下
町

☆
松
柵
史
肌

（
浩
３
列
）
更
生
部
落

☆
大
柵
明
徳
（
藤
一
長
男
）
上
派
立

岡
測
長
則
）
＃
Ⅷ

★
茂
木
ソ
ワ
（
八
三
）
川
迩
町

★
災
尼
助
十
郎
（
六
四
）
神
川
町

★
凹
川
武
一
（
三
八
）
沢
部

★
小
谷
金
助
（
八
○
）
川
灯

★
白
川
ト
シ
エ
（
庇
閥
）
僻
Ⅲ

繍糯
"11{きク
之肌よケ
作,-,/-,,-,
曇VLIセレLI
ハー五VLI
VLI､_バーハーノ
レ

下上下川
派派111.端
文立町lli｢

★
巾
村
あ
れ
（
七
○
）
下
柏
木
町

★
今
イ
セ
（
七
○
）
下
町

★
川
巾
存
吉
（
八
一
）
上
派
立

出
生
と
死
亡

（
五
・
六
月
届
出
分
）

政
一
（
三
八
）
沢

金
助
（
八
○
）
川

ト
シ
エ
（
五
脚
）

ク
ケ
（
叫
川
）
川

き
よ
（
七
五
）
下

旺
肌
（
叫
一
）
上

勘
之
作
（
六
四
）
下

あ
れ
（
七
○
）
下
柏

イ
セ
（
七
つ
）
下
派111.端蒔灯部
立町llilin

１
１247

一 一



～

、

一

第98〃
だ
三
歳
汎
一

一
歳
人
で
は
や
は
り
地
方
交
付

税
が
一
器
多
く
、
一
他
一
千
五

木
百
十
三
万
円
で
粂
休
の
Ⅶ
十
一

・
六
％
を
占
め
、
以
下
町
税
六岡

金
ll僻Ⅱ43年7月15[I(月)'(2)服
一
一
冊
利
四
十
二
年
皮
金
水
川
一

一
般
会
計
は
五
川
い
っ
ぱ
い
で
出

納
を
剛
仙
し
、
決
卵
の
と
り
ま

と
め
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し

ゞ
た
の
で
、
そ
の
側
典
に
つ
い
て

一
一
お
細
杉
維
純
睦
玉
岬
七
千
六
百

一
八
十
六
万
九
千
円
、
歳
出
総
額

一
は
二
他
六
千
六
面
八
刀
八
千
円

り
一
で
、
差
引
一
千
七
十
八
万
一
千

円
の
拠
宇
と
な
り
ま
す
か
、
プ

｜
－
ル
雌
投
な
ど
の
邪
業
級
越
が

一
二
百
九
十
九
万
川
千
円
あ
り
ま

よ
一
す
の
で
、
突
竹
的
な
照
宇
は
七

百
七
十
八
刀
八
千
川
と
な
っ
て

一
い
ま
す
。

1瓦 42年度

』
撫
雛
鑑
識
謙
漠
懲
溌
灘
識

実
質
七
百
万
余
の
黒
字

納
税
成
績
一
段
と
向
上

卜
III:'腓全uで他の
IIj町村から履水町に帷入した

し蚤・ 必
ず
十
日
以
内
に

ノ
虹
絡
を
得
る
塒
合

聖
日
】

９
レ
ー

’ 卜
あなたのl晦附に
他の'li町村から ｜

秤
峅
百
訓
針
副
劫
咋
好
仙
鈴
一
一
一

千
二
百
五
十
二
万
六
千
Ｎ
（
十

二
・
四
％
）
、
町
依
二
千
三
百

五
十
万
円
（
八
・
五
％
）
、
叫

支
出
金
八
百
八
十
二
万
六
千
円

（
三
・
七
％
）
と
統
い
て
い
ま

す
。
予
師
額
に
対
し
て
決
範
額
が

約
千
七
百
万
少
な
い
の
は
、
住

宅
雌
投
の
光
成
か
お
く
れ
た
た

め
、
図
叩
袖
助
金
と
町
仙

》

か
入
っ
て
こ
な
い
た
め
で

す
が
、
こ
れ
は
惟
宅
の
光

成
次
蛎
収
入
に
な
る
も
の

で
す
。

《
州
【

は
稚
称
ゼ
訓
識
栖
榊
確
調
》

千
円
で
す
か
、
収
入
済
額
・
風
や》

が
六
千
六
百
九
十
八
万
円

で
、
徴
収
率
九
十
九
・
Ⅷ

％
と
納
税
成
紬
か
一
段
と
！
；控

向
上
し
た
の
が
Ⅱ
立
っ
て

い
ま
す
。|轆騨淵窪 卜|ﾙﾙ全liのとき|ﾙﾙ全liのとき職場の他LI(保険を

ぬけてIIﾐllt"|;kiltl
険に入るとき

睡
莪
｝

隠
し
一

上側
手
包

」
一
ヘ

ョ
ノ
で
一

Ｈ
迩

守
ｉ
Ｌ
ｌ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
。 |世細'一雛''αき卜

を受け…｡たこ息卜

世'IWll

助雁fY虻給
[IIj!1!II:を受けなくなったとき

llt-j･一子帷か出埖
I柾1ﾘlilF

'一｣演・供が』kまれたとl:J､fノ1．士も’十、1 巽
丞
『

艤驚灘灘識鴬灘
予
卵
額
に
対
し
て
決
弾
額
が

大
川
に
少
な
い
の
は
、
股
林
水

産
業
鋤
（
六
百
二
十
八
万
七
千

円
の
残
）
、
土
木
費
（
一
千
七

百
九
十
五
万
二
千
円
の
残
）
、

教
育
慨
（
二
百
七
十
二
万
二
千

円
の
残
）
で
す
か
、
こ
れ
は
、

股
林
氷
雁
業
費
に
お
い
て
は
股

歳
出

区分

人件費

物件劉

投資的経費
補助費等

公仙蛮
その他

応弐
八
｜
必
ず

出
が

・
・
、
ｒ
、
与

弛
剖
き

が
一
と

Ⅱ
き
の
る

全
Ｌ
｜
此
す

淵
る
柵
川

仙
す
仙
椎’

決卯額｜柵成比

円Ｆ二（
院
Ｕ
（
Ⅱ
Ｕ
１
１
日
〃
４
‐
ｎ
（
〕
（
ｕ
Ｊ

ｎ
ｘ
〕
ｎ
ノ
ム
か
ハ
リ
ハ
ペ
〕
（
〔
Ｕ
１
ｌ

９
３
５
９
２
０

ｂ
９
Ｇ
Ｄ
９
６

９
８
１
８
５
２

８
３
８
１
１
２

％
８
４
６
１
７
４

３
４
０
７
５
８

３
‐
３

ｌ
Ｉ
ｎ
Ｖ
４
．
■
■
■
■
■
■
■
ロ
日
日

|"11外:皇転出す‐
金水町外Iこ転出す‐
るとき 必

ず
，
十
日
以
内

亜
格
を
尖
う
塒

’
’
１

'叱怖11の一部が|－"|1するとき

UI滞全liのとき’－

1職filの一部が
純職したとき

i1t州:jiの一部力
惟川するとき

｜喪失ル11
|’

I

1 －71壁_幽
／ノノ

険肴'ill職場の他lj哩二入っ
たので1111も他LMIt!
険をぬけるとき 眠腕iの

就職した 可
ル
ノ

'266.088計 100

｜’
|、

皿
匡
匠
匝
応

州
釧
別
冊
旧
‐
‐
」
．
｜
そ
の

|F
年
女
期
加
す
る
一
方
に
あ
る

交
通
述
反
の
処
理
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
近
路
交
通

法
述
反
を
し
た
迎
転
者
に
対
し

て
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る

皮
則
金
を
納
め
る
よ
う
警
察
か

ら
通
皆
す
る
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
通
告
を
受
け
た
人
か

指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
雌
寄

り
の
金
融
機
関
に
反
則
金
を
納

め
れ
ば
、
そ
の
述
反
行
為
に
つ

い
て
の
刑
馴
処
分
を
受
け
な
い

で
す
む
と
い
う
も
の
で
す
が
、

反
則
金
を
納
め
な
い
と
き
に
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
刑
事
手
続
き

か
と
ら
れ
る
と
い
う
全
く
新
し

い
試
み
で
す
。

’
業
碓
涯
改
餅
猟
業
の
一
般
股
辿

邪
業
か
、
土
木
出
に
お
い
て
は

住
宅
雌
没
堺
業
か
、
教
育
甜
に

お
い
て
は
プ
‐
‐
ル
雌
投
珊
業
か

四
十
三
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更

あ
る
い
は
繰
越
し
と
な
っ
た
た

め
で
す
。

ま
た
、
歳
出
を
性
質
別
に
分

類
す
る
と
、
人
件
費
か
三
十
三

・
八
％
、
投
宙
的
経
黄
が
三
十

・
六
％
、
物
件
曲
十
四
・
四
％

そ
の
他
二
十
一
・
二
％
と
な
り

ま
す
。

生禍保,i世法の適川を受けたとき冊.,6i鯉上のfI南I｢Iキ,可.'十ナ・し

#職郡Y父総
IIIli,'j1IW

交
通
反
則
金
制
度

=必

↑
L－

･よ、レミ
ノー－－ 死亡診断,ll:

住Iﾘr又は氏名に変更のあったとき 「

軽
い
違
反
に
摘
要

戸

世洲:主が変ったとき

適
用
さ
れ
る
範
囲

こ
の
制
度
か
迩
川
さ
れ
る
の

は
、
自
励
車
な
ど
の
巡
岻
荷
か

犯
し
た
瞳
路
交
皿
迎
以
の
う
ち

比
較
的
帷
い
辿
反
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
偏
叶
無
悦
、
駐

車
述
反
、
追
越
し
述
反
、
通
行

区
分
述
反
、
免
許
紙
の
不
携
梢

超
過
速
度
二
五
キ
ロ
未
満
の
速

度
違
反
な
ど
、
明
白
で
型
の
決

ま
っ
た
進
反
行
為
か
こ
れ
に
あ

た
り
ま
す
か
、
悪
質
で
危
険
性

の
商
い
違
反
、
ひ
き
逃
げ
、
酒

酔
い
運
岻
、
無
免
許
巡
岻
、
超

過
速
度
二
五
キ
ロ
以
上
の
速
度

述
反
な
ど
は
、
こ
の
制
皮
か
ら

慧蕊
む
り
■

一
ゆ
①

ｒ
・
輻

一
一
一

。
』
亜

Ｄ
ｒ
Ｆ

徹慧
.､..､｡｡,.･･ﾛ･r;｡｡？

42I 計決算砿保険老正の余[Iがなくなったときの 隼、’士‐フノーニ己『ー一一

歳入

区

少

-’ 卜 予卯分 |決帥湘
千↓q

66，981

684

115，130

4，592

4，913

32.526

,8,826

1．308

純保険満証の険忍や更新のとき 狐
千山

276

684

130

646

364

158

253

163

他

III1

IMif地ﾉJ

地刀

分担金

使川料

国lili

ﾘ!↓支

財産

寄

繰

！洲

町

繰

歳入

歳出

区

５
５
４
４
３
２
１
３
５
７

６
１

４
１

税
金
税
金
料
金
金
入
金
金
入

く

＝＝＝＝＝＝＝

1 |ト 特
交
及
及
支
付
越
収
入

別交付

付

負担

手数

出

出

収

他人の行為によって起きた小故のとき

＝一

除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
か

ら
い
っ
て
、
次
の
よ
う
な
恕
蘭

で
危
険
性
の
刑
い
人
の
場
合
に

も
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
は
な

ら
ず
、
た
だ
ち
に
刑
耶
手
紬
き

に
よ
り
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
無
免
許
や
無
賛
格
で
、
肋
耶

を
巡
転
し
た
人

○
過
去
一
年
以
内
に
迩
岻
免
抑

の
効
力
の
停
止
行
政
処
分
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

○
酒
気
を
柵
び
て
巡
岻
を
し
て

い
た
人

○
反
則
行
為
に
よ
っ
て
交
通
珊

故
を
お
こ
し
た
人

告
知
と
仮
納
付

こ
の
制
度
の
手
統
き
は
、
現

場
で
行
な
わ
れ
る
警
察
官
の
告

知
で
始
ま
り
ま
す
。
警
察
官
が

反
則
肴
と
認
め
た
と
き
は
、
そ

の
反
則
者
に
、
所
要
の
珊
項
を

肥
人
し
た
告
知
僻
を
渡
し
て
告

知
し
ま
す
。
告
知
を
受
け
た
人

は
、
告
知
を
受
け
た
ｎ
の
翌
Ⅱ

か
ら
数
え
て
七
日
以
内
に
、
反

則
金
に
相
当
す
る
金
額
を
、
告

知
苫
と
い
っ
し
ょ
に
渡
さ
れ
た

納
付
〃
に
よ
っ
て
、
郵
便
肋
か

銀
行
へ
仮
納
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
（
警
察
で
は
現
金
を

い
っ
さ
い
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

こ
の
よ
う
に
、
警
察
官
か
ら

現
場
で
告
知
さ
れ
、
七
日
以
内

に
便
則
金
に
相
当
す
る
金
額
を

仮
納
付
し
た
人
は
、
指
定
さ
れ

Ｉ 1，308

765

瀬切
23，500

4．174

276，870

阪
即
凶
汕
皿
畑

卜1５
７
羽
４
｜
郡

価
金
一
訓《

ロ

た
Ⅲ
付
に
、
特
定
の
醤
察
叫
に

川
肌
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

弊
崇
本
部
踵
は
、
佑
矧
を
受

け
た
人
か
告
知
ど
お
り
の
反
則

調
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、

そ
の
人
に
対
し
出
吸
を
求
め
、

反
則
金
を
納
め
る
よ
う
迦
知
＃

を
交
付
し
て
通
告
し
ま
す
。

通
告
を
受
け
た
人
は
、
皿
借

を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
数
え

て
一
○
日
以
内
に
、
通
告
州
と

い
っ
し
ょ
に
波
さ
れ
た
納
付
好

に
よ
っ
て
、
刺
に
述
べ
た
金
融

機
関
へ
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
反
則
者

が
反
則
金
を
納
め
る
か
ど
う
か

は
全
く
本
人
の
自
由
で
す
か
、

期
限
内
に
納
め
な
か
っ
た
と
き

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
な
刑
邪

手
統
き
に
よ
っ
て
処
則
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
反
則
金
は
、
い

ク
ズ
か
ご
を
寄
贈

金
木
ロ
Ｉ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
鴫
海
健
吉
会
長
）
で
は
公
園

を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
こ
の

ほ
ど
ク
ズ
か
ご
五
つ
（
三
万
五

千
円
相
当
）
を
町
に
寄
伽
し
ま

し
た
。同
ク
ラ
ブ
で
は
前
に
も
公
園

に
つ
つ
じ
や
つ
げ
な
ど
の
杣
木

（
五
万
円
相
当
）
を
寄
附
し
て

い
ま
す
。 |予算額｜決算額分

千四

10,720

61，936

‐fに

10，683

60,612

26,811

4,369

530

23，753

8’158

23，774

6,103

69,971

8,484

15,280

7‘560

議 会甜

総務出

民生鋤

術生出

労仙費

股林水産業出

商工曲

土 水曲

淌防出

教行出

災凶f復ll」賀

公値凹

!満支出金

予州凹

６
５
０
８
７
７
７
４
２

ワ
４
（
Ｕ
Ｒ
Ｊ
行
ｂ
Ｑ
）
Ｆ
ｏ
Ｆ
３
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
０
Ｊ

戸
０
４
‐
へ
。
ワ
」
旬
０
０
Ｊ
ハ
リ
４
侮
り
７
．

Ｒ
Ｊ
〔
Ｕ
４
Ｉ
７
Ｉ
ｎ
と
戸
Ｄ
４
０
ｎ
ｄ
Ｒ
Ｊ

０
８
１
６
２
８
５
７

３
４
７
１

っ
た
ん
側
に
納
付
さ
れ
ま
す
が

川
は
政
令
で
定
め
る
辿
脇
交
通

安
粂
施
没
の
投
脳
に
要
す
る
出

川
に
あ
て
さ
せ
る
た
め
、
交
通

棚
故
の
光
雄
状
況
や
人
川
の
災

叩
度
な
ど
、
政
令
で
定
め
る
唯

堆
に
よ
っ
て
、
肌
や
市
町
村
へ

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ｌ
金
木
町
連
青
ｌ

金
木
川
迎
合
〃
年
川
で
は
、

六
川
二
日
総
会
を
開
き
、
団
及

に
岡
川
武
久
描
（
葛
良
市
）
を

選
ん
だ
ほ
か
、
つ
ぎ
の
と
お
り

役
幽
を
決
め
ま
し
た
。

刑
剛
踵
Ｉ
小
野
繁
（
蒋
良
巾
）

泉
谷
健
一
（
川
、
）

附
任
即
州
Ｉ
花
川
照
江
（
茄
瀬
）

叩
海
蕊
叫
（
淵
瀬
）
、
木
立

久
二
（
茄
瀬
）
、
獅
野
忠
範

（
金
木
）
、
白
川
盟
光
（
川

、
）

朧
猟
１
毛
内
英
文
（
茄
瀬
）
、

野
糊
正
一
（
淵
瀬
）
、
雅
谷

端
別
（
川
倉
）

邪
務
局
長
Ｉ
敦
側
哲
朗
（
金
木
）

沸
把
１
大
橘
僻
夫
（
喜
良
市
）

会
帥
Ⅱ
川
中
芳
杏
（
金
木
）

鮎
川
剛
聯
Ｉ
小
野
繁
ハ
花
川
照

江那
堆
と
し
て
は
、
グ
ラ
ン
ド

推
伽
奉
仕
、
出
稼
ぎ
者
と
語
る

会
、
研
究
発
女
会
、
芸
能
発
表

会
、
体
育
大
会
の
開
雌
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

団
長
に
岡
田
君 1 一

一
、
１
１

出合計’296’308266.0881歳
’

切
●
．
●
邑
言
且
■
丁
日
■
■
１
口
■
呂
呈
ｒ
－
■
刃
■
■
■
Ｌ
■
三
呂
琶
且
■
Ｎ
■
■
■
ユ
ワ
・
二
言

一
「
保
謹
司
会
か
嵯

一
Ｉ
保
謹

一
よ
認
郵
湘
嘩
嚥
皿
味
謎
迩

叩
法
娼
堆
づ
き
仏
務
人
匝
か

一
な
諦
乖
州
岬
榊
岬
州
降
榊

一
坐
孔
証
叩
柳
峅
岬
榊
岬
窪

叩
金
水
地
Ｋ
の
保
繼
側
に

一
巾
）
、
川
川
逸
太
郎
氏
（

”
な
）
、
今
平
内
氏
（
灘
良

一
雁
岬
幽
唾
加
州
錐
州
峰
唯

一
一
需
勤
●
●
‐
筆
●
昏
凸
呂
■
。
《
ロ
ー
剛
且
■
■
ロ
ー
ハ
マ
．
ｇ
旨
・
・
一
ロ
マ
Ⅱ
■
■
■
□
ぬ
ｒ
○
一
房
■
２
ロ
マ
ー
■
■
■

『
ｌ
保
謹
刈
会
か
ら

一
，
４
１
＄
？
同
一
Ｉ
ノ
ー
“
７
１

１
１
保
謹
司
に
つ
い
て
」

小
捜
刈
と
は
逆
に
迷
っ
た
将
を
保
纏
観
察
す
る
こ
と
に
唖

↑
て
岬
弾
し
史
独
さ
せ
る
人
の
こ
と
で
す
か
、
保
継
司
一

目
雌
づ
き
仏
務
大
匝
か
ら
征
命
さ
れ
ま
す
。
”

一
乖
州
岬
伽
岼
州
岼
岬
洲
州
鐸
斗
“
怖
い
岬
確
伽
砂
耗
一

）
、
犯
罪
荷
の
轆
叩
弾
と
犯
罪
の
予
防
や
「
社
会
を
明
る
一

フ
る
」
た
め
の
斫
肋
を
し
て
い
ま
す
。

叱
水
地
Ｋ
の
保
裡
剛
に
は
現
征
、
今
他
佐
久
氏
（
岬
良
心

が
杣
州
雌
畦
釧
繩
吟
岼
部
咋
岬
岬
坤
伽
舛
釧
祁
弓
州
一

岬
岬
唾
加
州
錐
細
幽
脈
”
杣
州
排
秘
咋
訓
乢
誕
鈩
岬
挫
一

霞
ｉ
１
ｉ
１
・
ｉ
●
・
罎
黙
膳
襄
傭
蓋
し

！
里
ｌ
呂
舌
１
．
二
二
！
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